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７
月
７
日
か
ら
９
日
に
開
催
さ
れ
た
北
海

道
洞
爺
湖
サ
ミ
ッ
ト
は
、
主
要
８
か
国
（
Ｇ

８
）
の
各
国
首
脳
に
よ
り
、
今
サ
ミ
ッ
ト
の

主
要
テ
ー
マ
と
な
っ
て
い
る
環
境
問
題
に
つ

い
て
議
論
が
交
わ
さ
れ
ま
し
た
。

　

北
海
道
に
お
い
て
も
６
月
号
に
お
い
て
紹

介
し
た
「
北
海
道
環
境
宣
言
」
や
、
各
事
業

所
や
個
人
で
の
環
境
を
意
識
し
た
取
り
組
み

な
ど
、
地
球
環
境
を
大
切
に
し
よ
う
と
い
っ

た
機
運
が
高
ま
り
を
み
せ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
中
、
和
寒
町
で
の
環
境
対
策

は
ど
の
よ
う
に
進
め
ら
れ
て
い
る
の
で
し
ょ

う
か
。
ま
だ
ま
だ
検
討
段
階
で
は
あ
り
ま
す

が
、
そ
の
一
部
を
ご
紹
介
し
ま
す
。
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原
油
価
格
の
高
騰
に
よ
る
物
価
高
や
、
地

球
温
暖
化
対
策
と
し
て
、
世
界
的
に
化
石
燃

料
の
代
替
エ
ネ
ル
ギ
ー
と
な
る
バ
イ
オ
マ
ス

エ
ネ
ル
ギ
ー
が
注
目
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

バ
イ
オ
マ
ス
と
は
、
一
般
的
に
植
物
起
源

の
有
機
資
源
を
バ
イ
オ
マ
ス
と
呼
び
、
農
産

系
の
稲
わ
ら
や
籾
殻
、
畜
産
系
の
家
畜
糞

尿
、
林
産
系
の
林
地
残
材
や
建
築
廃
材
、
廃

棄
物
系
の
家
庭
ご
み
な
ど
、
様
々
な
も
の
が

バ
イ
オ
マ
ス
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
転
換
で
き
る
こ

と
が
実
証
さ
れ
て
い
ま
す
。

 

　

こ
れ
ら
バ
イ
オ
マ
ス
エ
ネ
ル
ギ
ー
が
注
目

さ
れ
て
い
る
の
は
、
も
と
も
と
植
物
の
成
長

過
程
で
吸
収
し
た
二
酸
化
炭
素
の
排
出
量
と

燃
焼
し
た
と
き
の
排
出
量
が
同
等
に
な
る
こ

と
か
ら
、
環
境
悪
化
に
つ
な
が
ら
な
い
と
し

て
地
球
温
暖
化
対
策
に
有
効
な
エ
ネ
ル
ギ
ー

資
源
と
な
り
、
資
源
循
環
型
の
ク
リ
ー
ン
な

環
境
を
創
出
で
き
る
こ
と
に
あ
り
ま
す
。

　

近
年
、
下
川
町
で
行
わ
れ
て
い
る
木
質
バ

イ
オ
マ
ス
ボ
イ
ラ
ー
の
導
入
や
廃
食
油
に
よ

る
バ
イ
オ
デ
ィ
ー
ゼ
ル
燃
料
生
成
の
研
究
、

さ
ら
に
は
道
内
企
業
で
の
籾
殻
ペ
レ
ッ
ト
や

牛
糞
ペ
レ
ッ
ト
の
ほ
か
、
稲
わ
ら
か
ら
バ
イ

オ
エ
タ
ノ
ー
ル
を
製
造
す
る
工
場
が
建
設
さ

れ
る
な
ど
加
速
的
に
代
替
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
研

究
が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

そ
こ
で
、
和
寒
町
で
は
ど
の
よ
う
な
バ
イ

オ
マ
ス
原
料
と
な
る
資
源
を
調
達
す
る
こ
と

が
で
き
る
か
、
こ
れ
ら
資
源
を
有
効
に
活
用

で
き
る
バ
イ
オ
マ
ス
エ
ネ
ル
ギ
ー
と
は
な
に

か
と
い
っ
た
、
様
々
な
視
点
で
調
査
研
究
を

行
う
た
め
、
庁
舎
内
に
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー

ム
を
立
ち
上
げ
ま
し
た
。

　

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
で
は
、
他
市
町
村

や
関
連
企
業
、
公
的
機
関
の
研
究
施
設
な
ど

へ
の
視
察
等
を
行
い
な
が
ら
、
長
期
的
な
視

点
を
持
ち
な
が
ら
調
査
研
究
を
行
う
こ
と
と

し
て
い
ま
す
。

◆先進的事例①【下川町】

　地域の基本財産である森林を活かし環境に配慮

したまちづくりを推進するため、林地残材や木質

系資源作物などの木質バイオマスを燃料とした木

質バイオマスボイラーを五味温泉と町立幼児セン

ターに設置するなど、温室効果ガスの排出削減や

循環型社会の構築をめざしている。また、安定的

な資源の確保を図るため、やなぎの試験栽培や廃

食油のバイオディーゼル燃料化の研究が進められ

ている。これらの森

林資源を有効に活用

することにより、ペ

レット等製造施設等

の整備など新たな産

業創出等の波及効果

が期待されている。

（下川町バイオマス

タウン構想より）
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町
は
地
球
温
暖
化
対
策
実
行
計
画
策
定
委

員
会
・
作
業
部
会
を
組
織
し
、
行
政
と
し
て

の
先
導
的
、
模
範
的
な
役
割
を
果
た
す
こ
と

が
で
き
る
よ
う
、
一
事
業
所
（
役
場
）
と
し

て
取
り
組
む
こ
と
が
で
き
る
地
球
温
暖
化
対

策
と
温
室
効
果
ガ
ス
削
減
目
標
を
定
め
た
実

行
計
画
を
策
定
し
て
い
ま
す
。

◆
計
画
策
定
の
経
緯

　

平
成
９
年　

月
に
京
都
市
で
開
催
さ
れ
た

12

「
気
候
変
動
に
関
す
る
国
際
連
合
枠
組
条
約

第
３
回
締
約
国
会
議
」
に
お
い
て
、
先
進
国

に
お
け
る
温
室
効
果
ガ
ス
排
出
量
の
具
体
的

な
削
減
目
標
な
ど
を
取
り
決
め
た
『
京
都
議

定
書
』
が
採
択
さ
れ
、
平
成　

年
か
ら　

年

20

24

ま
で
の
期
間
内
に
６
％
削
減
す
る
こ
と
を
約

束
し
ま
し
た
。
こ
れ
に
よ
り
京
都
議
定
書
目

標
達
成
計
画
が
閣
議
決
定
さ
れ
、
平
成　

年
20

か
ら
の
目
標
達
成
に
向
け
た
計
画
期
間
が
始

ま
っ
た
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

そ
の
た
め
、
各
自
治
体
に
お
い
て
も
、
こ

れ
ら
の
目
標
達
成
に
む
け
た
実
行
計
画
を
策

定
す
る
と
と
も
に
、
地
域
へ
の
地
球
温
暖
化

対
策
を
は
じ
め
と
す
る
環
境
問
題
の
情
報
提

供
や
啓
蒙
・
啓
発
活
動
が
推
進
さ
れ
る
こ
と

と
な
り
ま
し
た
。

◆
温
室
効
果
ガ
ス
排
出
量
の
算
定

　

温
室
効
果
ガ
ス
の
排
出
量
は
、
活
動
量

（
使
用
量
等
）
に
排
出
係
数
と
地
球
温
暖
化

係
数
を
乗
じ
て
算
定
し
ま
す
。

◆
町
有
施
設
の
排
出
量
は
？

　

町
で
は
、
平
成　

年
度
を
基
準
年
度
と
す

19

る
た
め
、
役
場
庁
舎
を
は
じ
め
と
す
る
町
有

施
設
及
び
公
用
車
を
対
象
と
し
て
温
室
効
果

ガ
ス
排
出
の
原
因
と
な
る
ガ
ソ
リ
ン
、
灯

油
、
Ａ
重
油
な
ど
の
活
動
量
（
使
用
量
等
）

を
調
査
し
ま
し
た
。

　

そ
の
結
果
、
集
計
し
た
活
動
量
に
排
出
係

数
及
び
地
球
温
暖
化
係
数
を
乗
じ
た
温
室
効

果
ガ
ス
総
排
出
量
は
表
１
の
と
お
り
全
体
で

３
、
６
７
４
ト
ン
と
な
り
、
二
酸
化
炭
素 

（ 
Ｃ
Ｏ
２

）
が
全
体
の
約　

％
を
占
め
、
次

95

い
で
メ
タ
ン
（ 
Ｃ
Ｈ
４

）
が
約
４
％
で
あ
る

こ
と
が
わ
か
り
ま
し
た
。

◆先進的事例②【東川町】

　基幹産業である製材加工事業所で発生する未利

用廃材を利用し、木質バイオマス資源によるガス

化発電を行い、発生した熱、電力を製材加工事業

所エリアのエネルギーとして供給し利用する。ま

た、林地残材による木質バイオマス資源を利用し

て、炭を製造し、もう一つの基幹産業である農業

ハウス等の暖房用燃料や、農地の土壌改良剤とし

て普及供給できるよう調査研究を進めている。

　さらに、観光エリアであるホテル街や、一般家

庭の廃食油を収集し精製することでバイオディー

ゼル燃料とし、町内の公用車や、製材・木材加工

場内の作業車両の燃料として供給し、地球温暖化

の防止、地域の活性化と戦略的産業の育成に期待

されている。

（東川町バイオ

マスタウン構想

より）
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ＩＰＣＣ※が定めているガイドラ
インにある標準的な値。日本では
排出実態にあった係数に見直した
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二酸化炭素を「１」とした場合に
当該効果に対する比

��������

科学的・技術的・社会経済的な知
見を取りまとめて各国政府に助言
する科学者及び政府代表者で構成
される政府間機構

単位：�表１

総排出量
ハイドロフルオロ
カーボン類

一酸化
二窒素メタン二酸化炭素温室効果

ガス （HFC）（N２O）（CH４）（CO２）

3,674,39366365,290135,0303,473,411年間排出量

100.00％0.02％1.78％3.67％94.53％排出割合

�������	
��������

�������	
��������

�������	
������	�

�������	
��������

�����

　3,674トンといっても、一体どれくらいの排出量になるのでしょうか。95％を占める二酸化炭素の質量は
22.4�で44�（０℃１気圧）となり、体積に換算すると約187万�を排出したことになります。
　札幌ドームの体積は158万�であることから、平成19年度に町有施設で排出した温室効果ガス総排出量は
�������	
��、また、�������	
����������������������� !��
��に相当することがわかります。

温室効果ガス排出量の算定方法など、詳細は住民課環境衛生係（℡32-2421）までお問い合わせください。
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◆
教
育
特
区
審
議
会
答
申
書
提
出

　

６
月　

日
（
金
）、
役
場
応
接
室
に
お
い

20

て
、
和
寒
町
教
育
特
区
学
校
審
議
会
（
以
下

「
審
議
会
」）
会
長
の
鷲
見
唯
男
氏
と
副
会
長

の
袰
田
道
悟
氏
か
ら
答
申
書
が
手
渡
さ
れ
ま

し
た
。

　

こ
の
審
議
会
は
、
株
式
会
社
札
幌
自
由
が

丘
教
育
セ
ン
タ
ー
（
代
表
取
締
役
社
長
亀
貝

一
義
氏
・
和
寒
町
出
身
）
が
三
和
小
学
校
跡

地
で
の
通
信
制
単
位
制
高
校
の
開
校
を
め
ざ

す
た
め
に
必
要
な
関
係
書
類
の
審
査
を
行
う

た
め
に
設
置
さ
れ
、
３
回
の
審
議
を
経
て
答

申
書
の
提
出
と
な
り
ま
し
た
。

　

伊
藤
町
長
か
ら
「
慎
重
に
協
議
い
た
だ
い

た
答
申
内
容
に
基
づ
き
、
ス
ム
ー
ズ
な
開
校

を
め
ざ
し
て
協
議
し
て
い
き
た
い
」
と
謝
辞

が
述
べ
ら
れ
、
審
議
会
か
ら
は
「
計
画
ど
お

り
進
ん
で
い
く
こ
と
が
楽
し
み
で
あ
り
、
学

校
跡
地
利
用
に
よ
る
良
い
学
校
運
営
に
期
待

し
た
い
」
と
今
後
の
学
校
運
営
に
期
待
が
寄

せ
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

◆
高
等
学
校
設
置
認
可
証
授
与

　

７
月
１
日
（
火
）
に
は
、
伊
藤
町
長
か
ら

同
社
の
亀
貝
代
表
に
高
等
学
校
設
置
認
可
証

が
手
渡
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
認
可
に
よ
り
同

社
に
よ
る
生
徒
募
集
が
ス
タ
ー
ト
す
る
こ
と

と
な
り
、
来
年
４
月
の
開
校
に
向
け
た
具
体

的
な
準
備
を
行
っ
て
い
く
こ
と
と
な
り
ま

す
。
亀
貝
代
表

は
「
三
和
小
は

私
の
母
校
。
経

営
健
全
化
の
も

と
、
都
市
部
と

農
村
部
が
教
育

で
連
携
し
な
が

ら
、
人
を
は
ぐ

く
む
こ
と
の
で
き
る
学
び
舎
と
し
て
い
き
た

い
」
と
通
信
制
・
単
位
制
高
校
の
開
校
へ
の

意
気
込
み
を
語
っ
て
い
ま
し
た
。

　

学
校
の
名
称
は
「
札
幌
自
由
が
丘
学
園
三

和
高
等
学
校
」
と
な
り
、
亀
貝
代
表
が
校
長

を
務
め
る
予
定
と
な
っ
て
い
ま
す
。
学
校
の

特
色
と
し
て
自
然
体
験
科
や
北
海
道
科
と
い

っ
た
自
然
環
境
を
活
か
し
た
体
験
学
習
の
科

目
が
盛
り
込
ま
れ
て
い
ま
す
。
特
に
、
必
修

科
目
と
な
っ
て
い
る
カ
ヌ
ー
体
験
は
、
南
丘

森
林
公
園
で
の
カ
ヌ
ー
体
験
や
剣
淵
川
で
の

川
下
り
に
も
挑
戦
す
る
予
定
で
あ
り
、
そ
の

ほ
か
農
作
業
体
験
や
そ
ば
作
り
な
ど
、
地
域

の
方
々
を
講
師
に
授
業
を
行
う
な
ど
、
地
域

の
教
育
資
源
を
有
効
に
活
用
し
た
独
自
の
カ

リ
キ
ュ
ラ
ム
に
な
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
地

域
に
顔
が
見
え
る
よ
う
に
、
地
域
イ
ベ
ン
ト

に
積
極
的
に
参
加
す
る
な
ど
、
都
市
部
と
農

村
部
が
一
体
と
な
っ
た
教
育
環
境
の
実
現
を

め
ざ
し
て
い
ま
す
。 

　

生
徒
た
ち
は
、
３
年
間
の
授
業
の
中
で
計

４
回
（
１
回
４
泊
５
日
）
の
ス
ク
ー
リ
ン
グ

で
、
こ
れ
ら
の
授
業
を
受
け
る
こ
と
に
な
り

ま
す
。
同
社
で
は
「
子
ど
も
た
ち
は
自
然
と

向
き
合
っ
た
と
き
に
、
子
ど
も
た
ち
の
生
き

よ
う
と
す
る
力
が
出
る
よ
う
に
思
う
。
自
然

環
境
に
触
れ
合
う
こ
と
は
大
き
な
経
験
。
こ

れ
ら
の
体
験
を
良
い
人
生
の
ス
タ
ー
ト
に
し

て
ほ
し
い
」
と
高
校
の
特
色
を
述
べ
て
い
ま

し
た
。

熱心に説明を行う札幌自由が丘学園の教職員の皆さん熱心に説明を行う札幌自由が丘学園の教職員の皆さん

�
�
�
�
�
�
�
	


�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
	


�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
	


�
�
��

��



　
���������	
�������

�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
	


�
�

�
�
�
�

�
�
�
�
��
�
�
�
�
�
�
�
�
�
��
�
�
�
�
�
�
�

　

和
寒
中
学
校
野
球
部
（　

名
）
は
、
６
月

20

　

日
に
開
催
さ
れ
た
第　

回
北
北
海
道
中
学

22

20

校
野
球
大
会
で
見
事
優
勝
し
、
全
道
へ
の
切

符
を
手
に
し
ま
し
た
。

　

こ
の
大
会
は
和
寒
町
以
北
中
川
町
ま
で
の

全　

チ
ー
ム
が
出
場
し
、
こ
の
大
会
で
の
優

14
勝
は
初
と
な
り
ま
す
。
決
勝
は
名
寄
東
中
学

校
と
対
戦
し
、
一
進
一
退
の
攻
防
が
続
く

中
、
２
回
裏
３
年
生
の
船
本
大
地
く
ん
の
ヒ

ッ
ト
エ
ン
ド
ラ
ン
が
成
功
し
、
そ
の
ま
ま
チ

ー
ム
が
勢
い
づ
き
、　

対
５
で
勝
利
を
手
に

10

す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
キ
ャ
プ
テ
ン
の

三
好
流
平
く
ん
は
「
全
道
初
で
強
豪
ぞ
ろ

い
。
チ
ャ
レ
ン
ジ
ャ
ー
精
神
で
向
か
っ
て
い

き
た
い
」
と
抱
負
を
述
べ
、
優
勝
を
目
標
に

し
て
い
る
と
の
こ
と
で
し
た
。

　

ま
た
、
監
督
を
務
め
る
沼
澤
和
範
先
生
は

「
今
の
３
年
生
は
少
な
い
が
、
１
年
生
の
こ

ろ
か
ら
一
生
懸
命
に
取
り
組
ん
で
い
た
。
部

活
を
ま
と
め
て
い
こ
う
と
い
う
気
持
ち
が
強

い
」
と
優
勝
の
要
因
を
述
べ
て
い
ま
し
た
。

　

中
学
校
野
球
部
が
全
道
大
会
に
出
場
す
る

の
は
、
昭
和　

年
の
中
体
連
以
来
、　

年
ぶ

59

25

り
。

　

平
成　

年
６
月　

日
（
金
）、
青
年
海
外

20

20

協
力
隊
と
し
て
派
遣
さ
れ

る
平
岡
真
希
子
さ
ん
（
和

寒
町
出
身
）
が
町
長
を
表

敬
訪
問
し
ま
し
た
。

　

平
岡
さ
ん
は
独
立
行
政

法
人
国
際
協
力
機
構
Ｊ
Ｉ

Ｃ
Ａ
（
ジ
ャ
イ
カ
）
の
一

員
と
し
て
２
年
間
ウ
ズ
ベ

キ
ス
タ
ン
共
和
国
に
日
本

語
教
師
と
し
て
派
遣
さ
れ

ま
す
。
現
地
で
は
、
ウ
ズ

ベ
ク
人
教
師
と
協
力
し
、

日
本
語
授
業
を
担
当
し
、

　

全
道
大
会
と
な
る
第　

回
全
日
本
少
年
軟

25

式
野
球
北
海
道
大
会
は
、
７
月　

日
か
ら　

19

21

日
に
岩
内
町
と
共
和
町
で
開
催
さ
れ
、
１
回

戦
を
不
戦
勝
で
勝
ち
あ
が
り
、
２
回
戦
に
上

湧
別
中
学
校
野
球
部
と
対
戦
し
ま
し
た
。
結

果
、
延
長
８
回
と
い
っ
た
白
熱
し
た
試
合
展

開
の
な
か
、
４
対
３
で
残
念
な
が
ら
負
け
て

し
ま
い
ま
し
た
が
、
久
々
の
全
道
大
会
進
出

に
盛
り
上
が
り
を
見
せ
て
い
ま
し
た
。

カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
の
作
成
や
教
材
設
備
な
ど
日

本
語
コ
ー
ス
の
運
営
全
般
に
て
活
躍
さ
れ
る

こ
と
と
な
っ
て
い
ま
す
。
平
岡
さ
ん
は
大
学

在
学
中
に
カ
ン
ボ
ジ
ア
を
訪
れ
た
こ
と
で

「
も
っ
と
発
展
途
上
国
の
こ
と
を
知
ら
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。
自
分
で
で
き
る
こ
と
を
し

た
い
」
と
い
う
思
い
が
青
年
海
外
協
力
隊
に

参
加
す
る
き
っ
か
け
と
な
り
ま
し
た
。

　

伊
藤
町
長
か
ら
「
現
地
で
の
交
流
を
通
じ

て
、
日
本
と
は
違
う
風
土
、
文
化
を
学
ん
で

き
て
ほ
し
い
」
と
声
を
か
け
ら
れ
、
平
岡
さ

ん
は
「
ウ
ズ
ベ
キ
ス
タ
ン

で
は
、
日
本
語
が
ブ
ー
ム

に
な
っ
て
い
る
。
本
当
の

意
味
で
の
日
本
を
知
っ
て

ほ
し
い
。
ま
た
、
日
本
と

ウ
ズ
ベ
キ
ス
タ
ン
と
の
交

流
の
橋
渡
し
に
な
れ
れ
ば

と
思
う
」
と
話
さ
れ
、
派

遣
に
あ
た
っ
て
の
抱
負
を

述
べ
て
い
ま
し
た
。
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　５千円以上の寄附をされた方（個人）は、一定の限度まで、所得税と合わせて控除を受けることがで
きます。平成20年度の所得税及び平成21年度個人住民税より適用されます。
�������	
�����������

・個人住民税における寄附金控除の寄附金対象額が５千円に引き下げられ、上限は総所得額等の

30％に引き上げられました。

　・現行の所得控除方式から税額控除方式に変更となります。

　　　①：（寄附金－５千円）×10％（町民税６％ 道民税４％）を税額控除

�������	
��������������������

　地方公共団体に対する寄附金については、個人住民税においては上記①の適用のみとなっていまし
たが、平成20年度の税制改正により次のような特別控除が加わりました。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（所得税の限界税率）
　　　②：（地方公共団体への寄附金－５千円）×（90％－０～40％）を税額控除
　　　※②は、地方公共団体に対する寄附金の場合のみ適用されます。
　　　　②の額は、住民税所得割額の１割が上限となります。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　「※注１：所得税限界税率･･･寄附者の所得税の税率」
　例えば、住民税の所得割が30万円、住民税率10％（町民税：６％、道民税４％）、所得税率10％の

方が地方公共団体に3万円を寄附した場合は、次のような控除が受けられます。

　計 算 式
　（１）所得税控除　　（30,000円－5,000円）×10％＝2,500円
　（２）住民税控除　　（30,000円－5,000円）×10％＝2,500円
　（３）住民税特例控除（30,000円－5,000円）×〔90％－所得税率（10％）〕＝20,000円
　　　※ただし、（３）の額については、個人住民税所得割の１割が限度
　　　　控除合計　（１）＋（２）＋（３）＝２５，０００円

�������	
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　○現行の対象寄附金
　　・住所地の都道府県共同募金会に対する寄附金
　　・住所地の日本赤十字社支部に対する寄附金
　○改正により対象になる寄附金
　　・社会福祉法人のうち、町内において社会福祉事業を経営するものに対する寄附金
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　上場株式等に係る譲渡所得・配当所得に対する課税の軽減措置（所得税７％、住民税３％）が廃
止になります。
　　○廃止となる期日

　　　　平成20年12月31日
　　○税　率

　　　　20％（所得税15％、住民税５％）（平成21年１月１日以降）
　　○経過措置

　平成21年１月１日から平成22年12月31日まで、その年の上場株式等に係る譲渡所得等の金額
のうち500万円以下、配当所得の金額のうち100万円以下の部分については10％（所得税７％、住
民税３％）の軽減税率となります。

�������	
����

　　　上場株式等の譲渡損失と配当金について、損益通算が可能となります。
　　○適用期日

　　　平成22年度個人住民税（平成21年の所得により算定）から適用
　　　所得税は平成21年分から適用

��������	
�����������

【全額免除】

○「身体障がい者」「知的障がい者」「精
神障がい者」が世帯構成員であり、世帯
全員が町民税非課税の場合に、全額免除
となります。

【半額免除】

○視覚・聴覚障がい者が世帯主の場合に、
半額免除となります。

＊視覚・聴覚障がい者の免除基準に変更はありません。

○重度の障がい者（身体障がい者、知的障
がい者、精神障がい者）が世帯主の場合
に、半額免除となります。

＊従来の「重度のし体不自由者」から対象を拡大しま

す。

●新設・拡大等された方は申請が必要です。
� ������������������������������

　また、該当する方で申請していない方も
申請が必要です。
●保健福祉センターで申請の代行を行っていますので印鑑と障がい者手帳を持参ください。

� �����������������

　　　　　　　　　　　【お問い合せ先】　ＮＨＫ視聴者コールセンター　℡0570-077-077

受付時間：午前９時～午後10時〔土・日・祝日は午後８時まで〕

■問い合わせ先
役場住民課税務係
℡32-2421

（内線132・133）
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半額免除
【障がい者の方が　　
　　世帯主の場合】

全面免除
【障がい者の方を世帯　
　構成員に有する場合】

・視覚・聴覚障がい者
変更なし

・重度の身体障がい者
（１級または２級）

内部機能障がい等を追加

・世帯構成員全員が　
　　　　町民税非課税

拡　大

身
体
障
が
い
者

・重度の知的障がい者
（Ａ判定）
新　設

・世帯構成員全員が　
　　　　町民税非課税
（重度以外も対象）

拡　大

知
的
障
が
い
者

・重度の精神障がい者
（１級）
新　設

・世帯構成員全員が　
　　　　町民税非課税

新　設

精
神
障
が
い
者
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　７月19日任期満了による農業委員会委員選挙は、立候補届出が７月１日に行われ10名の定員に対し、
９名の届出で無投票となり、７月７日坂本選挙管理委員長から当選証書が付与されました。
　また、選任委員５名の方々は、７月22日に町長から辞令が交付されました。
○選　挙　委　員　届出順（敬称略）
　西　田　秀　雄（中　和）　　宮　崎　光　行（北　原）
　八　島　邦　彦（朝　日）　　中　道　眞佐義（菊　野）
　渡　邊　立　夫（西　和）　　藤　井　勇　二（川　西）
　藤　井　利　博（三　和）　　沼　舘　助三郎（大　成）
　虻　川　政　義（日ノ出）
○選　任　委　員（敬称略）
・町　 議　 会　 推　 薦　　金　谷　浩　子　　荒　井　裕　子
・北ひびき農業協同組合推薦　　鷲　見　孝　和
・上川北農業共済組合推薦　　朝　日　和　義
・てしおがわ土地改良区推薦　　鷲　見　唯　男
　７月22日農業委員会総会が行われ、会長、同職務代理者の互選が行われ、次のとおり決定しました。

�������	
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　町では、財団法人自治総合センターのコミュニテ
ィ助成事業の補助を受け、イベント用テント12張と
座椅子180脚を購入しました。今後各自治会でのイ
ベントや交流事業等で利用されます。このコミュニ
ティ助成事業は、同センターが全国宝くじ普及広報
事業として宝くじ受託事業収入を財源として助成を
行い、住民が自主的に行うコミュニティ活動を推進
するとともに、宝くじの普及広報を目的として行わ
れているものです。

　今年度も５月１日～31日を「緑の募金」実施期間
とし、学校や職場、街頭募金を行い、町民の皆さま
のご協力のもと�������の募金が集まりまし
た。
　皆さまからの募金は、森林整備や森林、公園、街
路などの緑化事業に充てられます。
　たくさんのご協力ありがとうございました。

会　長
　中道眞佐義　氏

会長職務代理
　宮崎　光行　氏
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４
月
か
ら
「
特
定
健
診
」
が

ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
が
、
皆
さ

ん
の
健
診
結
果
は
ど
う
で
し
た

か
？
健
診
の
結
果
は
自
分
の
か

ら
だ
の
状
態
を
知
る
手
が
か
り

と
な
り
ま
す
。
健
診
の
結
果
を

参
考
に
し
、
生
活
習
慣
を
見
直

し
ま
し
ょ
う
。

【
あ
な
た
は
肥
満
？
】

　

へ
そ
周
り
や
体
重
は
家
庭
で

簡
単
に
測
定
で
き
る
た
め
、
健

診
後
も
家
庭
で
測
定
し
記
録
す

る
こ
と
で
、
肥
満
の
予
防
に
つ

な
が
り
ま
す
。
ま
た
内
臓
脂
肪

の
蓄
積
は
毎
日
の
食
生
活
が
大

き
く
影
響
し
ま
す
。
三
食
バ
ラ

ン
ス
よ
く
食
べ
る
こ
と
が
大
切

で
す
が
、
肥
満
の
方
は
間
食
を

見
直
す
だ
け
で
も
効
果
的
で

す
。

【
間
食
は
な
ぜ
太
る
】

　

食
べ
て
お
い
し
い
お
菓
子
に

は
、
砂
糖
や
油
が
た
っ
ぷ
り
と

入
っ
て
い
ま
す
。
実
際
の
砂
糖

・
油
の
量
が
目
で
見
え
な
い
た

め
、
少
量
で
も
高
カ
ロ
リ
ー
で

あ
り
、
肥
満
の
原
因
に
な
り
ま

す
。
１
日
の
間
食
は
、
ご
飯
茶

わ
ん
１
杯
分
と
同
じ
カ
ロ
リ
ー

（
１
６
０kcal

）
ま
で
に
し
ま

し
ょ
う
。

 

　

夏
は
飲
み
物
の
取
り
方
に
も

注
意
が
必
要
で
す
。
コ
ー
ヒ
ー

の
ブ
ラ
ッ
ク
に
は
砂
糖
が
入
っ

て
い
ま
せ
ん
が
、
缶
コ
ー
ヒ
ー

や
ジ
ュ
ー
ス
に
は
糖
分
が
多
く

含
ま
れ
て
い
る
た
め
、
一
日
に

何
本
も
飲
ん
で
い
る
と
、
気
づ

か
な
い
う
ち
に
砂
糖
を
た
く
さ

ん
と
っ
て
し
ま
う
こ
と
に
な
り

ま
す
。
夏
の
水
分
補
給
は
大
切

で
す
が
、
水
や
麦
茶
な
ど
糖
分

の
な
い
も
の
を
選
ぶ
よ
う
に
し

ま
し
ょ
う
。

　

一
人
ひ
と
り
の
生
活
習
慣
が

違
う
よ
う
に
食
生
活
の
改
善
の

仕
方
も
異
な
り
ま
す
。
食
事
内

容
や
間
食
の
見
直
し
方
な
ど
、

何
か
気
に
な
る
点
が
あ
り
ま
し

た
ら
、
保
健
師
・
栄
養
士
に
ご

相
談
下
さ
い
。

栄
養
士　

鷲
見　

麻
由
美
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▼
恐
竜
館（
冨
田
幸
光
）▼
ど
う

ぶ
つ
館（
成
島
悦
男
）▼
す
て
き

な
お
く
り
も
の（
フ
ィ
オ
ナ
・
レ

ン
プ
ト
）▼
ど
う
ぶ
つ（
は
た
こ

う
し
ろ
う
）▼
だ
か
ら
？（
ウ
ィ

リ
ア
ム
・
ビ
ー
）▼
み
つ
あ
み
ち

ゃ
ん（
く
み
こ
）

〔
寄
贈
の
お
礼
〕

下
井　

辰
雄　

様　
（
三
笠
）

近
藤　

雅
之　

様　
（
西
町
）

森
山　

美
和　

様　
（
三
笠
）

�
��
�
���
�
�

▼
特
命（
麻
生
幾
）▼
ラ
ブ
コ
メ

今
昔（
有
川
浩
）▼
地
の
日
天
の

海
上
・
下（
内
田
康
夫
）▼
遠
ざ

か
る
家（
片
山
恭
一
）▼
フ
ラ
ワ

ー
ズ（
谷
村
志
穂
）▼
王
妃
マ
リ

ー
・
ア
ン
ト
ワ
ネ
ッ
ト（
藤
本
ひ

と
み
）▼
こ
ん
な
こ
と
で
よ
ろ

し
い
か（
佐
藤
愛
子
）▼
ハ
ロ
ー

バ
イ
バ
イ
・
関
暁
夫
の
都
市
伝

説
２（
関
暁
夫
）▼
自
分
を
浄
化

す
る
１
０
１
の
習
慣（
恒
吉
彩

矢
子
）▼
で
き
る
人
の
資
格
勉

強
方（
佐
藤
孝
幸
）▼
手
紙
で
つ

む
ぐ
親
子
の
き
ず
な（
岡
村
精

二
）▼
実
録
殺
人
事
件
が
わ
か

る
本（
柳
下
毅
一
郎
）▼
前
略
人

間
様
へ（
幻
冬
舎
コ
ミ
ッ
ク
）▼

事
例
で
学
ぶ
新
し
い
認
知
症
介

護（
小
野
寺
敦
志
）▼
知
っ
て
お

き
た
い
子
宮
の
病
気（
上
房
敏

子
）▼
乙
女
の
教
科
書（
お
お
た

う
に
）▼
ド
ー
ル
・
コ
ー
デ
ィ
ネ

イ
ト
・
レ
シ
ピ
７（
あ
べ
真
司
）

▼
夢
っ
て
叶
う
じ
ゃ
ん
！（
の

ぶ
み
）▼
プ
ロ
が
選
ん
だ
は
じ

め
て
の
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
映
画

（
萩
尾
瞳
）▼
似
た
も
の
言
葉
の

ウ
ソ
！
ホ
ン
ト
？（
梅
津
正
樹
）

▼
カ
イ
く
ん
の
家
族
で
は
じ
め

る
エ
コ（
主
婦
と
生
活
社
）

���������
�������	
�
（梨木　香歩/著）

中学校へ行けないまいは、祖母のも
とで「魔女修行」をすることになっ
た。それは、何でも自分で決めるとい
うこと・・・。児童文学者協会新人賞な
どを受賞した、生きる力を与えてく
れる癒しの児童文学。

☆毎週土曜日
　14時00分～
おはなしかい開催
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　７月５日（土）から６日（日）にわっさむサーキットにおい

て、全日本モトクロス選手権大会が開催されました。

　両日ともに晴天のもと国内の国際Ａ級、Ｂ級のトップライダ

ーが顔を揃える和寒でのこの大会は、今年で17回目。

　本町からはチャイルドクラスに郷　佳玖くんと郷　健人くん

の２人がエントリーされ、会場からは大きな声援が送られるな

か、見事なテクニックを披露し、郷　佳玖くんは見事チャイル

ドクラスＢにて優勝を果たしました。

� ����������������������������������

　第47回町民大運動会　成績地区別対抗種目

����������������������

������������������������������	�

���������������������������������	�

�������	
��	��������������������

�������������������������������

�����������������������

���������������������������	�

���������������������������

��������������������������������	
����

各種関係団体種目

������������������������������	
���

全日本モトクロス選手権の裏舞台
　和寒での開催は、今年で17回目を迎えました。この大会は多くの町民の皆さんの
ボランティアにより支えられ、北海道で唯一開催される全日本クラスの大会です。
　この大会を実況中継という形で影で支えるもう一人の人物「ＺＩＮスーパープロ
ダクション渡辺　仁氏」。関係者の間では仁さんの愛称で親しまれ、開催当初から
コース中央の実況塔の上で選手たちの熱いバトルを実況中継し、ときには観客を思
いやり、モトクロスの楽しさを伝えます。また、仁さんの発行する「モトクロスニ
ュース」には、多くのスタッフに支えられ運営している和寒町への感謝の気持ちで
あふれています。こういった感謝の気持ちとありがとうの言葉が多くのスタッフの
気持ちを勇気づけてくれることとなりました。

郷 佳 玖くん郷　　　佳　玖くん（７歳）（７歳） 郷 健 人くん郷　　　健　人くん（７歳）（７歳）

上段右から２番目が郷 佳玖くん上段右から２番目が郷　佳玖くん
下段中央が郷 健人くん下段中央が郷　健人くん　　　　

������������������������������������������������������������������������������������������										
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～地域の話題をお届けします～
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古紙配合率50％再生紙を使用しています

発
行　

北
海
道　

和
寒
町
役
場
／
総
務
課

��

������������������
���

�����������	
�

松岡　竹内亮太さ
ん・友美さ

んの長女

　はじめまして「しおん」です。私は
歌ったり、踊ったりするのが大好き！
毎日パパのケータイで音楽を聴きなが
ら、お尻をフリフリして踊っています。
　あとは、お風呂が大好きで１日に２
回入る時があるんだ。誰かがお風呂に
入ると、入りたくて覗きに行ってしま
うほど！こんな詩音をよろしくネ！

������������

����������������
���

���������	
��

西町　池澤哲也さ
ん・浩子さ

んの四男
　こんにちは双子弟の巴琉です。僕も
食べることが大好きで琉生と協力して
冷蔵庫を開けてお母さんに怒られるん
だ。でも逃げ足は僕のほうが速いから
怒られるのは琉生のほうが多いんだ
よ。だって琉生に追いかけられて逃げ
る練習してるし、お母さんのお手伝い
をしてゴマすってるしね。こんな僕達
ですが町で見かけたら声をかけてね。
どうぞよろしく!!

��������������

����������������
���

���������	
��

西町　池澤哲也さ
ん・浩子さ

んの三男
　こんにちは双子兄の琉生です。僕は
食べることが大好きでいつも冷蔵庫を
開けてお母さんに怒られてるよ。特に
アイスとお菓子が大好きで最近ちょっ
とお腹が出てきちゃったんだぁ～。巴
琉を追い掛け回したり、お兄ちゃんの
お腹の上でジャンプしたり運動してい
るんだけどなぁ。こんな僕ですが町で
見かけたら声をかけてね。どうぞよろ
しく!!

������������

�������

☆
町
立
病
院
☆ 

＝　

寄　

附　

＝

▼�
田　

房
雄
さ
ん（
南
町
）か
ら

亡
父
の
葬
儀
に
際
し
、
２
万
円
を

▼
村
岡　

カ
ヨ
さ
ん（
東
町
）か
ら

亡
夫
の
葬
儀
に
際
し
、　

万
円
を

20

☆
芳
生
苑
・
健
楽
苑
☆ 

＝　

寄　

附　

＝

▼
林　
　

健
一
さ
ん
（
西
和
）
か

ら
芳
生
苑
に
役
立
て
て
下
さ
い
と

　

万
円
を

10＝　

寄　

贈　

＝

　

野
菜

▼
藤
井　
　

誠
さ
ん
（
川　

西
）

▼
佐
藤　

光
男
さ
ん
（
三　

和
）

▼
中
森　

隆
史
さ
ん
（
中　

和
）

▼
池
澤　

和
成
さ
ん
（
西　

和
）

　

タ
オ
ル
他

▼
丹
野　

正
雄
さ
ん
（
南　

町
）

▼
日
赤
奉
仕
団
和
寒
分
区

▼
和
寒
町
釈
尊
奉
賛
会

＝　

慰　

問　

＝

▼
喫
茶
ル
ー
ム
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

▼
草
花
の
会　
　

押
花
作
品
展
示

▼
和
寒
町
釈
尊
奉
賛
会

☆
社
会
福
祉
協
議
会
☆　
　
　
　

＝　

寄　

附　

＝

▼
海
老
名
イ
ツ
さ
ん
（
日
ノ
出
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■人　口　４，１１３人（△７人）
　・男　　１，９００人（△４人）
　・女　　２，２１３人（△３人）
■世帯数　１，７７１戸（　４戸）

（　）は前月対比
　　出生　６人　　死亡　７人
　　転入　11人　　転出　17人

７月１日現在
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